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〈論 文〉 
機能動詞の類型に関する再考 
―BCCWJ における動詞性名詞「影響」の使用実態を例に― 
 
佐 藤  佑 
 
0. はじめに 
0.1. 問題の所在 
 村木（1991）以来、日本語においても「機能動詞」あるいはそれを用いた 1 単語相当の
語結合＝「機能動詞結合」といった文法的単位を認める考え方がかなり広く受け入れられ
るようになっていると思われる31。 
機能動詞とは、村木の定義では「実質的な意味を名詞にあずけて、みずからはもっぱら
文法的な機能をはたす動詞」を指す（村木 1991:203）。その具体例として、たとえば村木
（前掲:204）では、以下のような例が挙げられている32。 
 
 太郎は 花子に さそいを かけた。（≒花子を さそった） 
 日本の 住宅事情を 考慮に いれて……（≒考慮して） 
 
 村木の指摘した【名詞に動詞としての機能を与える動詞ないし動詞の用法が存在する】
という事実が、きわめて重要なものであることに疑念の余地はない。しかしながら、その
後四半世紀以上にわたってその大枠だけが半ば無批判に受け入れられており、細かな内実
はほとんど考慮されてこなかったことには、少なからず問題があるように思われる。すな
わち、村木が具体例を用いつつ行っている分類は、境界的な例を排した典型的パターンの
列挙にとどまっており、またその観察から漏れてしまっている例も少なくないように見受
けられるのである。 
 このような状況に鑑み、本稿では村木（1991）における「機能動詞（結合）」の体系を
今一度見直すとともに、その考察が及んでいないパターンをも整理することで、より必要
                                                   
31 より古い論考において、部分的に機能動詞（結合）に類する表現形式に言及したものも認められる。たとえば、奥
田（1960:276）では「する」「はじめる」「おわる」「つづける」といった動詞について「動作＝状態をしめす名詞とく
みあわさって、それを動詞化するというはたらきをもっている」ものとして他の動詞との異質性が強調されている。そ
の改訂版にあたる奥田（1968-1972）ではそうした記述が削除されているが、「事にたいするはたらきかけ」（pp. 63-79）
の「変調をきたす」「結束をかためる」、「モーダルな態度のむすびつき」（pp.129-133）の「自殺をはかる」「謝罪をう
ながす」など、後述するように村木（1991）では機能動詞結合にカウントされうる例がいくつか挙げられているとこ
ろがある（なお、「モーダルな～」についてはかざり名詞が動作性のものに限られるとされ、その対象性は失われかけ
ている旨も指摘されている）。 
32 下線部が機能動詞結合、太字が機能動詞を表す。 
なお、これらの例における機能動詞はいずれも「本来の実質的な意味をうしない、名詞に託された、行為・過程・状
態・現象などのなんらかの側面を特徴付けているにすぎない」（村木 1991:204）ものと化した例である。これらと異な
り、「する」「はじめる」「つづける」「おわる」といった動詞は「動作性の名詞とむすびついて文法的なはたらきをする
ための動詞としてもともとある」ものとされる（村木 1991:220）。 
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十分な体系を構築していくための布石を打つことを目指していきたい。 
 
0.2. 村木（1991）における機能動詞の定義と分類 
 村木（1991:214-216）において、機能動詞結合に現れる名詞は、行為・作用といった事
態を表す「動作（性）名詞」が多くを占めるものとされる33。それらを意味の中核とする
機能動詞結合は、あくまでも名詞によって表される事態の実行・実現に言及することを第
一義とした表現でなければならないことになる。こうしたことも踏まえ、ここでまず村木
による機能動詞の記述を確認・整理しておく。 
村木（1991）では、機能動詞が有する文法的意味の大枠として「4.1. ヴォイス的な意味」
（pp.240-276）「4.2. アスペクト的な意味」（pp.276-292）「4.3. ムード的な意味」
（pp.293-295）の 3 項目が立てられている34。その内訳は以下のようなものである。 
 
・ヴォイス的な意味 
 受動態（cf. れる・られる） 
注目を浴びる、取り調べをうける、絶賛を博す、反発を招く、侵入を許す…… 
 他動使役態（cf. せる・させる、す・さす） 
誤解を与える、自覚を促す、苦労をかける、了解をとる、発展をもたらす…… 
 使役の受動態（cf. させられる） 
完敗を喫する、損害を被る…… 
 相互態（cf. ～合う） 
雑談を交わす、契約を結ぶ…… 
 基本態 
爆発が起きる、保証を与える、反論を加える、疑いを持つ、指導にあたる…… 
 
・アスペクト的な意味 
(1)始動相：動作のはじまりを特徴づける。 （実施にうつす、攻撃にでる） 
(2)終結相：動作のおわりを特徴づける。  （検討をおわる、失敗に帰す） 
(3)実現相：動作の成立を特徴づける。はじまりとおわりがとけあっていて、動作をひと
まとまりでとらえて特徴づける。  （合意に達する、優勝をはたす） 
(4)継続相：動作の持続的な側面を特徴づける。 （沈黙をまもる、おもいをめぐらす） 
(5)反復相：動作がくりかえしおこなわれることを特徴づける。 
（努力をかさねる、練習をくりかえす） 
(5’)反復強意相：時間の経過とともに、過去を吸収していくような動きを特徴づける。 
                                                   
33 その他、村木（1991:215）では「平和を たもつ（平和であり続ける）」などの「状態名詞」・「黒光りが する（黒
く ひかる）」といった「現象名詞」の例も挙げられている。 
34 これらに加え、「4.4. 文体的特徴」の項が立てられるが、単純な動詞（e.g.「研究する」「争う」）に比べ機能動詞結
合（e.g.「研究を行う」「争いを演じる」）が改まった表現になる傾向を中心に文体上の問題を列挙しているのみであり、
立ち入った考察は行っていない。 
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（修行をつむ、計画をねる） 
(6)強意相：動作が時間の経過とともにつよまっていくことを特徴づける。  
（工夫をこらす、判断をかためる） 
(7) 緩和相：動作が時間の経過とともによわまっていくことを特徴づける。 
（微笑をもらす、愚痴をこぼす） 
 
 
・ムード的な意味 
 逆転をねらう（意志）、譲歩を示す（示威）、納得がいく（可能） 
 
 これらの分類・例示は大筋で適切かつ必要十分なものになっていると思われるが、いく
つか疑問を呈さざるを得ない部分や、説明が行き届いていない部分もある。 
 なお、村木（1991:240）にも「文法的意味は、ある一つの意味が特徴づけられることも
あるが、多くの場合、いくつかの特徴が混在しているものである」という指摘があるよう
に、たとえばヴォイス的側面とアスペクト的側面の両面を認める必要がある例も多分に想
定されうる。村木（1991）ではそうした例は注意深く避けられ、いずれかの文法的意味の
みが顕著に現れている例が中心に取り上げられているが、現にたとえば「（オフィスに）電
話が集中する」のような例には「（他者から）電話される」というヴォイス的側面と、その
ような事態が反復するというアスペクト的側面の両方が見出される。このような例につい
ては、より積極的にその実態を明らかにすることが肝要であると考えられる。 
 
1. 研究の対象と方法 
1.1. 研究対象の選定 
 まず、機能動詞にどのようなものが存在するかの実態調査を行う上で、手がかりとすべ
きものが機能動詞そのものではなく機能動詞結合を成しうる名詞であることは自明の理で
ある。したがって、村木の言う「動作（性）名詞」の条件に合致する（より具体的には、
サ変動詞語幹・動詞からの転成名詞を中心として、動詞との対応関係が前提となる）名詞
を分析対象に含めることが重要な意味を持つことになる。そして、様々な機能動詞の実例
を検討し、村木の示した体系にどういった改善点が見いだせるかを吟味するためには、分
析対象とする単語の使用頻度が高いほど有益なデータが得やすいと考えられる。 
 こうした事情を踏まえ、本稿では大量のデータを手軽に扱うことのできる「現代日本語
書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」を用い、以下の 6 条件を満たす名詞の中から分析対象
を選び出すこととした。なお、今回はデータが煩雑になることを避けるため、1 単語のみ
を対象としてパイロット調査を実施することとした。 
 
・「名詞-普通名詞-サ変可能」「名詞-普通名詞-サ変形状詞可能」といった、サ変動詞との対
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応関係を示す品詞タグを付与されているもの、または「サ変（形状詞）可能」とされて
いない名詞で、動詞からの転成によって生まれたことが明らかなもの 
・出現数が多い（使用頻度が高い）もの 
・多様な機能動詞との共起が想定されるもの 
・思考・伝達行為を表すものでないこと35 
・時間の幅を持つ（瞬間的に完了しない）行為・作用を表すこと36 
・二項動詞以上に対応する名詞であること37 
 
まず BCCWJ の短単位リスト38において、これらに該当する短単位を抽出した39。次い
で上の条件を満たす上位 10 語について、それぞれ BCCWJ のオンライン検索ツール「中
納言」を用いて短単位（語彙素）をキーとする検索を実行し、画面上で表示される 500 例
の範囲を検討した。その結果、最も豊かなバリエーションを示すと判断された名詞「影響」
を今回の分析対象とすることが、最も有益と判断された。 
 
1.2. 研究の方法 
 まず「中納言」を用いて語彙素「影響」による検索を実行し、ヒットした 18788 件すべ
てを検討の対象とする。一旦全例のデータをダウンロードし、Microsoft Excel 上で後文脈
によるソートを行って、共起する動詞などとの関係を調べた40。 
 詳細は後述するが、データ種別には大きく分けて以下の 5 種を立てた。 
 
 A. 村木（1991）が機能動詞として例示している動詞、または明らかにそれに類すると
判断される動詞との共起と認められるもの（→2.1.） 
 B. 村木（1991）の基準では機能動詞との共起と認められないが、そう考えられる余地
のあるもの（→2.2.） 
 C. 機能動詞に準じる働きをする、動詞以外の単語との共起が認められるもの（→2.3.） 
 D. 「影響力」「影響評価」など、「影響」を前項とし事態の実現には直接言及しない合
                                                   
35 「計画」「メール」など思考・伝達行為に関わるものは、少なからず当該の名詞が「計画書」・「（データとしての）
電子メール」といった結果物を表し、機能動詞結合と無関係になるため、そうした例は排除する。 
36 「規定」「決定」など瞬間的な行為を表す名詞では、アスペクト的な機能動詞結合のバリエーションが見えにくいた
め。 
37 「生活」「活動」「機能」など一項動詞に対応する名詞には、ヴォイス的な機能動詞結合のバリエーションが想定し
にくいため。 
38『現代日本語書き言葉均衡コーパス』語彙表 http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccwj/freq-list.html 2016 年 7 月
11 日閲覧・ダウンロード。 
39 特に 3 つめの条件について完全に主観を排除することは難しいが、少なくとも村木（1991:220）で言われるように
「動作性の名詞とむすびついて文法的なはたらきをするための動詞としてもともとある」、名詞との結びつきに制限の
少ない機能動詞（する・はじめる・おわる・つづける……）以外にも、複数の機能動詞との結合が想定されるものでな
ければ多様なデータを得ることは期待しにくいと思われる。 
40 ただし、データ処理の関係上、前後文脈を初期設定（各 20 短単位）より長くすると全データの一括ダウンロードが
ままならないため、ここの設定は変更していない。したがって、20 短単位以上後ろに機能動詞が現れている例につい
ては採り漏らしている可能性がある。 
 なお、検索およびデータのダウンロードは、2016 年 7 月 30 日に実行した。 
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成語の例（今回は除外） 
 E. 上記のいずれにも当てはまらないもの（除外） 
 
 なお、村木（1991:233）などでも言及されているように、「動作（性）名詞」は「連体
修飾を自由にうけて、表現内容をくわしくゆたかにするということがある」性質を有する。
したがって、機能動詞と共起する名詞「影響」が「良い影響」「環境の影響」といったよう
に連体修飾を受けていたり、「悪影響」「相互影響」など合成語を形成していたりする例も、
本稿の考察対象に含められることになる。 
 
2. 考察 
2.1. 村木（1991）における「機能動詞結合」の再整理 
2.1.1. ヴォイスに関わるもの 
 以下の（1）－（3）は、いずれも全体としては「（何かに）影響される」という意味を
表す例であり、「受ける」「吸収する」「被る」といった動詞が受身の意味を担う機能動詞と
して働いていると考えられる。これらは村木（1991:240-249）で「受動態」の機能動詞と
して挙げられている諸例の類例と見なすことができる（このうち「吸収する」については
村木 1991 において該当する例が挙げられていないが、同様に扱うべきものであろう）。 
 
（1）南の島でサンゴ礁で囲まれた海岸はサンゴ砂でできていて、「サンゴ礁海岸」と呼び
ます。これらの地形は海面の上昇や下降によって陸になったり海底になったりしますが、
ちょうど陸と海の境界にあたる部分が「海岸」です。海岸の地形はこのように海面の高
さの影響を受けるほか、波によって削り取られる作用（侵食作用）も受けて形成されて
いるのです。（佐藤 愼司・岸田 弘之 2003『海辺に親しむ』） 
（2）代わって野々宮写真館の技師であった堀不佐夫の積極的な発表が目立つ。「酒場の女」
（二巻三号）、「…〔女の顔〕」（二巻四号）、「無題〔土管〕」（二巻六号）などでは、野島
康三や木村伊兵衛の影響を吸収しながら、被写体の背後に広がる雰囲気がしっかりとし
た技術で描写されている。（飯沢 耕太郎 1988『写真に帰れ』） 
（3）住宅ローン利用者の利便性が高まるからこのようなデュー・ディリジェンスは必要
ないというのであれば，このようなノンバンクに資金を提供している金融機関や機関投
資家は直ちにその資金を回収すべきであろう．なぜなら，住宅ローン債権の不良化の影
響を被るのは資金提供者だからである．（三國 仁司 2001『不動産投資ファンド』）  
 
 以下の（4）なども、影響を受ける「与格主語」（村木 1991:274）として話し手自身ない
しその思考・趣味嗜好といったものが想定され、影響を与える動作主に相当するものは「リ
カちゃん人形」である。全体としては「私がリカちゃん人形に影響される」に相当する事
態に言及しており、その意味で受身的な機能動詞結合の例であると言える。 
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（4）スカートがふわっと広がっているシルエットが好きなんですが、それは子どものこ
ろ遊んだリカちゃん人形の影響があるのかも。（2001『女性セブン』） 
 
 一方、村木（1991）の「他動使役態」「使役の受動態」「相互態」の典型例に相当する例
は得られなかった（「使役の受動態」に関しては、そもそも「影響させられる」という事態
そのものが一般的でないという問題もある）が41、これら以外にもヴォイスの問題が関わ
る機能動詞結合と見なすべき例がいくつか得られている。そうしたものについては 2.2.で
詳しく言及することとする。 
 なお、村木（1991:256-271）では、事態の単純な生起を表す機能動詞結合の諸例が「基
本態と対応する」ものとして、ヴォイスの範疇において扱われている。以下の（5）－（8）
における「与える」「もたらす」「見せる」「加える」をはじめ、動詞性名詞42「影響」と共
起しうる単純な機能動詞と考えられるものには、「（が）起きる」「（が）襲いかかる」「（を）
及ぼす」「（が）及ぶ」「（を）来す」「（が）加わる」「（が／を）生じる」「（が）出る」「（が）
発生する」43「（を）持つ」など様々なものが認められる。 
 
（5）後に、「ロカビリー」と呼ばれた彼の唱法スタイルは若手の歌手に多大な影響を与え
た。（青木 英夫 1993『風俗史からみた 1960 年代』） 
（6）一般に，所得税の累進税制は所得の再分配機能を持つとされている。ではわが国の
この累進税構造の変化は，所得の再分配機能にどのような影響をもたらしたであろうか。
（実著者不明 2005『ニュース解説室へようこそ！』） 
（7）中世スペイン語では近代スペイン語に近い動詞の形態上の特徴が早くから現われ，
体系面での調整・整理の力が有効に作用したことが分かる．ただし，この領域でもスペ
イン語独特の音韻変化が動詞の活用にもその影響を見せ，近代語に至る前段階としての
特徴をも示している．（山田 善郎 1995『中級スペイン文法』） 
（8）漁業は、過度に水産資源を捕獲した場合に生態系に影響を加えるとともに、養殖に
おける飼料等の投入などによっても環境に負荷を与える。（1992『環境白書』） 
 
                                                   
41 村木（1991:253-254）では機能動詞「来す」「もたらす」などが他動使役態の表現を担うものとして取り上げられて
いるが、「影響」に関してこれらの語はおおむね後述する「基本態」の表現に限って用いられるものと考えられる。実
際にこれらの機能動詞が三者間の関係（X が Y に働きかけて Y から Z への影響をもたらす、といった事態）を表す例
は、今回の調査範囲内では得られなかった。 
42 本稿の筆者は過去、一連の研究において、村木（1991）で言うところの「動作（性）名詞」とおおむね同様の名詞
群のことを「動詞性名詞」と称してきた。本稿でも筆者自身の用いる名称としてはこちらに統一することにする。 
43 「影響が生じる」「影響が発生する」といった機能動詞結合は、「影響し始める」という作用の開始時に焦点を当て
た表現と考えることもできる。しかしながら、村木（1991:257）では基本態の機能動詞の例として「生じる／生ずる」
が扱われていること、「変化が（生じる）」のように同じく開始時に着目していると見られる余地のある例も当該箇所の
みに置かれていること、またアスペクト的な機能動詞の例として「生じる」の類が挙げられていないことなどに鑑み、
本稿でもここで取り上げておくこととする。 
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これらに関わるものとして、「影響がある」という機能動詞結合は、前出の（4）のよう
に影響する側が動詞性名詞を修飾する場合は受身の意味を表す（Y に X の影響がある≒Y
が X に影響される）一方、以下の（9）のように題目語として提示されているときには単
に「影響する」という（基本態の）意味で解釈できるようになる（X は Y への影響がある
≒X が Y に影響する）。同様の使い分けは、少なからず他の名詞にも認められるものであ
ろう（批判がある、いじめがある、指導がある……）。 
（9）まとめますと、ベビーサインは初歩的な言語であり、知能の発達には関係ないかも
しれないが、子育てを助けるさまざまなメリットがあり、話し言葉の習得にも良い影響
がある。ということになります。（吉中 まさくに・吉中 みちる 2004『ベビーサイン
で楽しく遊ぼう』） 
 
 なお、基本態の諸例だけに関わる問題ではないが、特に「及ぶ」・「及ぼす」、「加わる」・
「加える」といった自他対応を有する動詞が自他ともに機能動詞として働く（あるいは「発
生する」「もたらす」のような無対自動詞・無対他動詞に関して、それを補う「発生させる」
「もたらされる」といったヴォイス形式が用いられる）場合、両者の使い分けには事態を
引き起こす側の作為性・有責性を認めるか否かが深く関わるものと考えられる。すなわち、
生じた影響をもたらした人物・現象などの能力にフォーカスする、あるいはそれに対して
正負の感情を抱いているといった場合には「及ぼす」「加える」といった他動詞が、影響が
単に自然発生的に生じたものと捉える場合には「及ぶ」「加わる」といった自動詞が、それ
ぞれ用いられる44。こうした表現の細分化は、「影響する」という動詞 1 語だけでは成しえ
ない、機能動詞結合を用いてこそ得られる表現効果と見なすことができる。 
 
2.1.2. アスペクトに関わるもの 
 以下の（10）（11）において「影響」と結びついている動詞は、いずれも村木（1991）
では該当例が認められないが、（10）は「始動相」のアスペクト的意味を、（11）は「終結
相」のアスペクト的意味を、それぞれ表すと考えられる45。なお、「実現相」は瞬間的な行
為や変化が想定されていると思われるため、「影響」については該当例が得られていない。 
 
（10）文化の影響は子供が生まれた瞬間から始まります。というのも、親はその社会でよ
しとされている判断にもとづいて子育てをするからです。（メレディス・Ｆ・スモール(著)/
野中 邦子(訳)2000『赤ん坊にも理由がある』） 
（11）一号作戦は終わってしまったが、一号作戦がもたらした大きな影響は消えるどころ
ではないと記した。（鳥居 民 2005『原爆を投下するまで日本を降伏させるな』） 
                                                   
44 動作主の責任や意志性を背景化するという機能動詞結合の表現効果については、佐藤（2011:165）などでも言及し
ている。 
45 なお、終結相について、機能動詞結合と交替可能な形式としては、複合動詞「影響し終わる」よりむしろ「影響し
なくなる」といった語結合が想定される（ただし、この点を突き詰めると先述のように「生じる」「もたらす」などを
始動相と見なさないこととの整合性が問題になってくる）。 
- 44 - 
 
 
 また、下の 2 例の動詞もやはり村木（1991）で扱われていないが、（12）は継続相、（13）
は反復相ないし反復強意相の例と見なすことができる。 
 
（12）日本の各大学を襲った学園紛争は、時代の流れの一端であったかもしれませんが、
当時そのすさまじさを経験した大学教官にとっては終生忘れえぬ出来事であり、その後
の人生に大きな影響を残しています。（星野 孝 1994『がんはやっぱりストレスが原因
だった』） 
（13）そう、「環境ホルモン」が広く、生物界に与えている、好ましからざる影響のこと
です。この言葉や概念こそ、ここ数年の間に、広く世界に浸透していったものですが、
それが意味する現象自体は、もう数十年も前から始まっていたのです。ただ、その影響
が目に見えはじめたのが、つい最近ということだけなのです。徐々に静かに、その影響
は生物の体の中で重なっていきました。環境ホルモンはまさに、生物に気づかれること
なく、静かに浸透していったのです。（齋藤 悠貴 2003『<マンガ>これだけは！生命科
学』） 
 
 継続相の機能動詞には他にも「（が）続く」「（が）長引く」「（が）残る」「（を）引きずる」
「（を）守る」「（を）有する」など豊富なバリエーションが認められる（このうち「守る」
以外は村木の挙げていない例である）が、始動相・終結相および反復（強意）相について
は、そのアスペクト的意味が独立して現れた例はごく限られたものになっている（（11）
の類例として「（を）なくす」・「（が）なくなる」、（13）の類例として「積み重なる」など
があるのみである）。このことには、「影響する」事態そのものが典型的な意志的行為とは
異なるという事情が関わっている。すなわち、影響の与え手である主体が自主的にその開
始・終了ないし繰り返しの実現を完全なコントロール下に置くことはむしろ稀であること、
また影響の消長は受ける側ないしそれに近い視点から描写される（したがってヴォイスの
問題が不可避的に関わってくる）ことが圧倒的に多数であることによっていると考えられ
る。この問題については、後ほど（2.2.3.にて）より詳しく言及することとする。 
 強意相・緩和相の 2 タイプは、いずれも作用の強弱が変化するという大枠において共通
しており、変化のあり方のみが各々逆で、対をなす概念といえる。もっとも、特に緩和相
の機能動詞に関しては、村木（1991:292）などで挙げられている例が必ずしも妥当でない
（「微笑をうかべる」「嘆息をもらす」といった機能動詞結合の表す作用が「よわまってい
く」のは専ら「微笑」「嘆息」といった名詞の性質によるものであって、「うかべる」「もら
す」といった動詞が積極的にアスペクト的意味を表すわけではない）という問題はあり46、
この点は機能動詞の意味によりよく着目して、適切な例のみを取り出すことが肝要である
                                                   
46 同様の批判は佐藤（2011:162）などでも行っている。なお、村木の挙げている例の中でも「学問をかじる」のよう
な機能動詞結合においては、その行為が徐々に行われなくなっていくという意味が機能動詞によって導かれており、こ
れは緩和相の例として適切なものと判断できる。 
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と思われる。 
このことを踏まえ、「影響」と組み合わさる典型的な強意相の機能動詞としては「（が）
強まる」「（を）強める」「（が／を）増す」「（が）増大する」といったものが、緩和相の機
能動詞としては「（が／を）軽減する」「（が）減少する」「（が）後退する」「（が／を）低減
する」「（を）減らす」といったものが、それぞれ挙げられる（「強める」以外は、すべて筆
者の補った例である）。 
 
（14）また、日本のアジア向け輸出が趨勢的に拡大していることを反映して、アジア経済
の動向が日本経済に与える影響も強まっている。（2001『経済財政白書』） 
（15）まず、裏布といっしょにホットテーブルという、天板が温かくなる机の上におかれ、
上からポリエステルのシートをかぶせられると、天板とシートの間の空気が抜かれて真
空状態となり、わたし（キャンバス：引用者註）と裏布はピッタリと密着したのである。
おかげでわたしは、ピンとしわがなくなった。ありがたいことに、これで、湿度変化に
よる伸び縮みの影響も、軽減するそうじゃ。（2004『暮しの手帖』） 
 
 それぞれ、「日本経済に（より強く）影響するようになる」「伸び縮みに（あまり）影響
しなくなる」といった述語形式と類義の機能動詞結合を成しているといえよう。 
 
2.1.3. ムードに関わるもの 
 ムード的な意味を表す機能動詞については村木（1991:293-295）でもさほど詳しく説明
や定義がなされているわけではなく、挙げられている具体例もごく限られたものでしかな
いが、たとえば「影響するだろう（推量）」「影響してほしくない（願望の否定）」といった
ように、全体としてはムード的な述語形式との交替が可能な機能動詞結合を成すものと目
される動詞が想定されていると見受けられる。それに該当する例としては、たとえば以下
の（16）（17）における「予測する」「恐れる」の他、「（を）危ぶむ」「（を）疑う」「（を）
勘案する」「（を）懸念する」「（を）心配する」「（を）推察する」「（に）反対する」「（を）
否定する」「（を）憂慮する」といったものが見られる。 
 
（16）事業本体とミティゲーションがセットになった複数の計画案が作成され，それぞれ
について生態系に及ぼす影響が予測される．（日置 佳之 2001『ミティゲーション』） 
（17）また、夫婦喧嘩をしたために、飼い主夫婦があまり口をきかず、家庭内に笑いが絶
えているとか、仕事で失敗をして落ち込んでいるというような、雰囲気の変化があれば、
不安に包まれて注目されたがっているのかもしれません。／こんなときイヌは、飼い主
の生活の微妙な変化が自分に及ぼす影響を恐れるあまり、かつて自分が病気をしたとき
家族に甘やかしてもらった記憶を思い出し、病気のフリをするのです。（実著者不明 2004
『77 のしぐさでわかる犬の気持ち』） 
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2.2. 村木（1991）では「機能動詞結合」の枠から漏れているもの 
2.2.1. ヴォイスに関わるもの 
 村木（1991:240-276）では特段の言及がないが、たとえば以下の（19）（20）などの例
には「影響されない（ようにする）」「影響させない（ようにする）」というように、事態の
非成立または文主語が「影響する」事態を未然に防ぐといった意味を認めることができ、
ヴォイスの否定的表現を担う機能動詞結合と見なせる余地がある（類例に「（を）回避する」
「（を）避ける」「（を・一定の程度に）とどめる」「（を）防ぐ」などがある）。 
 
（18）ギリシアの形而上学の影響を免れることのできなかった初代キリスト教の教父たち
もまた、悪を神の救済計画の遂行のために必要だと見て、その摂理論を展開した。（並木 
浩一 1999『旧約聖書における文化と人間』） 
（19）平成７〜８年度にかけて、医用電気機器七百二十七機種についての実験データに基
づいて作成された郵政省の「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端
末等の使用に関する指針」によれば、（後略）（杉野 昇，磯部 悦男共編 2001『モバイ
ルがわかる本』） 
 
 また、「1 語の動詞と交替可能である」という機能動詞本来の定義からは少々外れてくる
が、下の（20）における「さらす」などもまた、「影響する」事態のヴォイス的表現を担
う動詞と考えることができる。 
 
（20）日本は比較的、清潔だけど、海外のゴミ屋敷は半端じゃないです/特に、犬屋敷、猫
屋敷などは、悪臭はすさまじいいです/変に化学物質とか、電磁波の影響にさらされてい
るよりは、健康的なのかもしれませんね（2005Yahoo！知恵袋） 
 
BCCWJ 内で得られた「影響」と「さらす」の組み合わせはいずれも「影響にさらされ
る」という形であったが、「X を Y の影響にさらす」という文型を考えてみると、それが
表すのは「X に Y の影響を被らせる」という事態に他ならない（上の（20）も、文脈次第
ではたとえば「家族を電磁波の影響にさらす」といった解釈が可能になる）。 
何らかの事態を「被らせる」という意味を表現しようとするとき、「れる・られる」に「さ
せる」が後続するような表現（e.g. 影響されさせる）は一般に日本語として馴染まないた
め、（20）のように機能動詞を用いるか、そうでなくてもたとえば「影響を受けさせる」
というように、受身の意味を表す機能動詞と「せる・させる」を組み合わせるなどするこ
とが重要な意味を持つといえる。こうした部分は「1 語の動詞と交替可能」という定義に
拘泥して上の「さらす」のような例を切り捨てるよりむしろ、単純な動詞ではまかないき
れない表現を補完する機能動詞＝文法化した動詞に特有の表現として、その価値を肯定的
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に認めるべきものであろう47。そもそも動詞性名詞と動詞との組み合わせが単一の述語形
式と交替可能か否かという問題自体、突き詰めるほどに線引きの難しい部分が増えていく
と考えられる。 
 
2.2.2. アスペクトに関わるもの 
村木（1991:289-292）に類例こそ見られないが、強意相の下位タイプをなす機能動詞と
して扱われうると考えられる余地のある例として、「影響する」勢力範囲を広げていくよう
な表現を担う動詞（及ぶ・波及する・広がる・広げる・拡大する）の存在が指摘できる。 
 
（21）ところでのちにこの事件を回想したらいてうは、山内と、彼女を立てた奥の立場を
当然としながらも、坂本たちの態度も「一応無理もないこと」であったと擁護している。
それはこの時期の婦人労働者層が、らいてうがその設立当初に交流を想定した像からは
遠い存在に変わっていたことを物語っている。それは議会政治否認のサンディカリスム
の影響が協会にまでおよんできた結果であった。（今井 小の実 2005『社会福祉思想と
しての母性保護論争』） 
（22）Ａ（教科書の種別：引用者註）は当時の『戦時月報』の断片的記事によると、軍政
監部が発行・配布したものの中で最も部数が多い。Ｂは、まず長期の使用が認められる
［清水、千九百九十四（ｂ）：百五］。次に、ペラ州政庁文教科発行の日本語教科書の巻
三がＢの巻二、三からほとんど引き写されている点から見て、「軍政監部国語学校」があ
ったシンガポールだけでなく、その影響は地方にも広がったものと見られる。（松永 典
子 2002『日本軍政下のマラヤにおける日本語教育』） 
 
 なお、「及ぶ」については以下の（23）に見られるように単なる実現（「基本態」に相当）
を表す例も認められる。一般に、「Y に X の影響が及ぶ」より「X の影響が Y に及ぶ」と
いう語順の方が（それ以前に同様の影響を受ける別の存在を想定させ）影響範囲の拡大と
いう意味合いを生じさせやすくなると直感されるが48、現段階での一般化は早計かもしれ
ない。 
 
                                                   
47 なお、村木（1991）で挙げられている諸例の中にも、アスペクト的なものを中心に、1 語の動詞と交替可能とは見
なしがたい機能動詞結合の例が散見される。たとえば「反復相」のアスペクトを表す「交渉を繰り返す」などの例は、
「繰り返し交渉する」といったように動詞と修飾要素の組み合わせにしか換言することができない。 
 その他、「プラスの影響を与える（⇔*プラスに影響する）」のように、動詞性名詞を修飾する要素（または動詞性名
詞を後項とする合成語を形成する要素）の中には、しばしば動詞句の中に還元することが難しくなるものが認められる。
こうした連体修飾あってこその事態描写について、佐藤（2011）では「名詞性優位」の表現と称し、日本語の動詞性
名詞が担う重要な役割の一つであることを指摘している。 
48 なお、村木（1991:231）は、機能動詞結合の特徴の一つとして、名詞と動詞の間に別の語が入りにくい傾向（たと
えば「いつ 山田に さそいを かける？」に比べ「山田に さそいを いつ かける？」の方がいくらか不自然であ
るなど）を指摘しているが、「一般に慣用句の場合には、このような語句の挿入はさらに困難になるであろうと思われ
る」とも述べ、挿入の可否による線引きについては含みを持たせる恰好になっている。実際に村木自身も機能動詞結合
の例として「嘆息を一つ二つもらす」などを挙げており（村木 1991:292）、動作（性）名詞と機能動詞が連続して現れ
ることが機能動詞結合の必須条件とまでは言えないことを暗に認めているともいえる。 
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（23）この牛乳パック２本分ほどの脂肪がなくなると、外見的にはかなりスリムに引き締
まった感じになりますが、身体に悪影響がおよぶ心配はありません。（高島 政浩 2005
『金の糸&フェザーリフト切らない若返り術』） 
 
2.2.3. ヴォイス・アスペクトの双方が関わるもの 
 2.1.2.で言及したように、「影響する」事態は多くその影響を受ける側ないしそれに近い
立場から、その有無や強弱に関する変化を描写されることになる。そのことはたとえば、
以下の（24）－（26）に見られるような、「影響下から脱する（影響されなくする・なる
／させなくする・なる）」・「影響を軽減させる（比較的影響されなくする・なる／させなく
する・なる）」といった、被影響者の置かれた立場の変化を、被影響者自身またはそちらに
着目・感情移入などした第三者によって表現する諸例に広く現れている。同様の機能動詞
と見なされる動詞には、「（を）一掃する」「（を）打ち消す」「（を）相殺する」「（を／から）
脱却する」「（を）ぬぐい去る」「（を）取り除く」「（を）なくす」「（を）はね除ける」・「（を）
薄める」「（を）弱める」などがある。 
 
（24）日本経済は住専問題に象徴されるバブル崩壊の影響から、なかなか抜け出すことが
できません。（八城 政基 1997『よみがえれ！日本企業』） 
（25）センターが行う事業の中には「暴力団員による不当な行為の予防に関する知識の普
及及び思想の高揚をはかるための広報活動」や「少年に対する暴力団の影響を排除する
ための活動」がうたわれている。（猪野 健治 2004『世界を操るヤクザ・裏社会』） 
（26）十一、十二年度で、年間三兆円規模の株が放出されたという。特に十二年度は、Ｉ
Ｔ（情報技術）バブル崩壊と重なって株価低迷の原因といわれただけに、「二年半で十四
兆円の放出は市場を冷やす」（銀行系証券エコノミスト）との懸念も根強い。「株式取得
機構」は、こうした市場への影響を緩和すると期待される。（2001『産経新聞』） 
 
 なお、以下の（27）に現れている「吸収する」のように、単にヴォイス的意味を表すこ
ともできる機能動詞（cf. 2.1.1.（2））の中には、異なるヴォイス・アスペクトを表現する
ことのできるものも存在する（この語の場合、影響を受ける当事者が主語の場合は受身を、
第三者が主語の場合は「させなくする」という意味を、それぞれ表すという使い分けが認
められる）。 
 
（27）第１に，名目賃金上昇率の落ち着きにより労働分配率が比較的安定していたことは，
ある程度名目所得の増加率を引き下げるという形で交易条件の悪化による実質所得低下
の影響を吸収することを可能にした。これにより，インフレの大幅加速化を避けること
が可能となった。（1981『経済白書』） 
 
機能動詞の類型に関する再考 
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2.2.4. ヴォイス・アスペクト・ムード以外の問題が関わるもの 
○他の事態との関わりを表現する機能動詞 
 機能動詞結合は多くの場合、述語動詞・連体修飾節の核となる動詞と交替可能な表現を
担う。しかし、今回のデータの中には、「影響する」事態が別の事態と何らかの形で関係し
合うことを表現するような動詞の例が見受けられた。そうした例は、複文の従属節に対応
する機能動詞結合を作っていると考えることが可能である。 
 たとえば、以下の（28）（29）に見られるような、「影響」と「反映する」「作用する」
といった動詞の組み合わせは、それぞれ「イギリスの通貨政策が影響して・影響したため
に（金価格が低迷する）」「不況が影響して・したため（節約志向が浸透し購買意欲が低下
した）」といった複文構造の中に還元することが可能になる。いずれも複文の場合は従属節
において表現される（一般的な語順では結果の事態に先行する）ことになる、原因として
の「影響する」事態が、語順としては後に回りつつ不自然な印象を与えない点は興味深い。 
 
（28）南ア、オーストラリア、ロシア、ブラジル、タイなど鉱山も限られており、国際的
な動向に左右されやすい。最近の金価格の低迷はロシアの経済状況、イギリスの通貨政
策の影響を反映したものだ。（実著者不明 1999『よくわかるアパレル業界』） 
（29）一般商店街に立地する商店では「節約志向が浸透し，購買意欲が低下した」が圧倒
的に多く（第３‐２‐１‐４表），不況の影響が大きく作用しているものと思われる。
（1978『中小企業白書』） 
 
 他にも「（が／に）関わる」「（が）左右する」「（に）根ざす」「（を）含む」など複文的な
事態の表現を担うことができそうな動詞は存在するが、今回の調査範囲ではあまり適切な
例が見つからなかった。 
 
○知覚と事態生起の境界にある例 
その他、たとえば以下の（30）（31）に現れているように、「認める（認められる）」「見
える（見る・見られる）」などはしばしばその知覚行為としての側面が希薄化し、実質的に
は対象物（この場合は「影響」という現象）が「ある」という表現に接近することがある。
もっとも、これらは本来の知覚行為を表す（典型的な）例との境界が曖昧であり、また他
の機能動詞に比べると動詞本来の意味が多少とも残存している印象を与え、機能動詞の枠
組みに含めるべきかは微妙なところではある。 
 
（30）スメタナは、チェコ哲学には共産主義という中間期を主導する責務があると信じて
いました。この理念にはフォイエルバッハとマルクスの影響が認められます。（Ｔ・Ｇ・
マサリク/家田 裕子・榮田 卓弘 1994『マサリクの講義録』） 
（31）さらに、上三ケ尾宮前遺跡１号墳などのように肩部に縄文帯を施す南武蔵系の伝統
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的文様壺が出土する遺跡も認められることを含めて、南武蔵地域からの強い影響を見る
ことができる。（比田井 克仁 2004『古墳出現期の土器交流とその原理』） 
 
2.2.5. 機能動詞の周辺に位置する語結合 
 以下の（32）－（37）に見られるように、複数の単語の組み合わせが全体として機能動
詞に相当する機能を果たしている例が存在する。単語の組み合わせの内訳としては、連用
修飾を受けた動詞（（32）（33））や慣用句（（34）－（36））の他、それ自身が機能動詞結
合であるような例（37）も認められる。 
 
（32）年齢別には、五十歳台後半と六十歳台前半ではほとんど変わらないが、六十歳台後
半になると年齢の就業確率の影響は大きくなる。（1989『労働白書』） 
（33）厚生労働省医薬局・食品保健部の組織については、食の安全にかかわる重要問題に
関し局を挙げて対応する体制を構築することとし、特に、健康影響が広範囲にわたるな
ど重大な事件事故等の発生への対応や輸入食品対策、リスクコミュニケーションをはじ
めとする食の安全確保体制の強化等、リスク管理を担う厚生労働省としての組織体制の
整備を行う。（2003『食料・農業・農村白書』） 
（34）一般民の住居をとってみても、隣接するカセナ、ピサ、ダガリ諸族の家の、造形的
な洗練とは比べものにならないモシの民家の貧弱な造りは、不思議というほかはない＊
十二―王を警護する鉄砲隊カンボアンセの組織など、アシャンティからの影響はモシ王
国の政治組織の展開に重要な役割を果たした。（川田 順造 2001『口頭伝承論』） 
（35）崩壊寸前の中東和平の当事者だけに、七月からＥＵ議長国になるベルギー政府はＥ
Ｕ外交への影響に気をもんでいる。（前田 朗 2002『ジェノサイド論』） 
（36）ここでは、近年のデフレ下における経済の低迷の影響を念頭に置きながら、未婚化
や晩婚化の現状と要因について考察する。（2003『国民生活白書』） 
（37）千九百九十二年にリオ・デ・ジャネイロで開催された地球サミットでは、こうした
気候変動が将来世代に与える影響に対して、私たち現在の世代が地球規模で対策をとる
ことの必要性を確認し、気候変動に関する国際連合枠組み条約（気候変動枠組条約）の
署名が始まりました。（星 寛治・浅岡 美恵 1999『食糧と地球環境』） 
 
 上掲の各例では、いずれも下線部の語結合が機能動詞に近い役割を担っていると考える
ことができる。（32）（33）では、ぞれぞれ「強める」「広がる」といった機能動詞と同様
のアスペクト的な役割が表現されている。（35）（36）ではそれぞれ「してほしくない」「す
るかもしれない」などに置換可能なムード的意味が、慣用句的な語結合によって表されて
いる。（37）では、一つの機能動詞結合が「させない（ようにする）」というヴォイス（の
否定）的な機能動詞の役割を果たしている。また、（34）では全体として「アシャンティ
が影響してモシ王国の政治組織が展開する」という事態の流れが描かれており、先述した
機能動詞の類型に関する再考 
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ような従属節的な意味合いを認めることができる。 
こうした語結合も、機能動詞について論じる上で無視するわけにはいかない。たとえば
「強める」「拡大する」は機能動詞として扱い、「強くする」「大きくする／なる」はまった
く考慮しないといった、純粋に形式だけに基づいた線引きでは、様々な動詞において進ん
でいる文法化の全貌を明らかにすることも叶わないであろう。したがって、上掲のような
語結合もまた、「機能動詞句」のような名称を与え、機能動詞の体系の一角に位置づけるべ
きであろう。 
 
2.3. 機能動詞との関連が問題になる形容詞など 
2.3.1. アスペクト・事態の成否との関わり 
2.1.2.でも確認したように、アスペクト的な意味を表す機能動詞の中には、「強まる」「減
少する」といったように、作用の強弱の変化を表すものが一定数存在する。これらと同様
の意味が、「強くなる」「少なくなる」といったように、連用修飾要素と動詞との組み合わ
せによって表されうることについてもすでに述べた（2.2.5.）。そして、それらの表現にい
ずれも共通して認められる特徴として、変化後の状態＝作用の強弱がどのようになったか
を表す形容詞（強い、弱い、大きい、小さい……）の存在が想定されるという点が指摘で
きる。 
名詞「影響」が主語の位置に立つとき、たとえば以下の（38）（39）に見られる「強い」
「小さい」などをはじめ、「色濃い」「大きい」「顕著だ」「深刻だ」「甚大だ」「絶大だ」「濃
厚だ」、「薄い」「軽微だ」「限定的だ」「少ない」などの形容詞が述語として現れると、それ
はしばしば、その影響が「強まった（大きくなった）」「弱まった（小さくなった）」という
変化の結果が継続している状態（強く影響するようになっている、小さくしか影響しなく
なっている……）を表現するものになる49。 
 
（38）特に、競技スポーツの影響の強い今日では単調な形は敬遠される傾向にあるが、す
でに述べたように形は武道の核心を成す要素であり、決しておろそかにしてはならない。
（橋本 敏明 2002『武道論十五講』） 
（39）ガス推進域は，噴出時の運動量のため重力に逆らって乱流状態で上昇している領域
である．ここでは，流れのもつ運動量に対する浮力の影響が小さい．（小屋口 剛博 2002
『岩波講座地球惑星科学』） 
 
 また、以下の（40）における「皆無だ」などは、「影響する」事態が成立しないままの
状態を表現するものと捉えることができる（ただし、この例全体ではそうした状態とは言
                                                   
49 ただし、特に程度が小であることを表す形容詞の例には、初めから「限定的にしか影響しない」「弱い影響しか与え
ない」といった部分否定的な表現のみをなし、大→小という変化の過程を問題にしない例も存在する。そうしたものに
ついてはアスペクト的な機能動詞との関わりだけで論じることは難しく、副詞との移行関係を中心に別の枠組みを考え
る必要が出てくるかもしれない。 
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い切れないといった表現がなされている）。2.1.1.で扱ったような動詞「ある」のいくつか
の用法を機能動詞として扱うのであれば、対義語にあたる形容詞「ない」の対をなす諸用
法も同じ枠組みの中に位置づけることが必然と言えるが、そうであれば「皆無だ」「ゼロだ」
といったといった類義語の類も同様に扱わなければならないであろう。 
 
（40）オフィス用の超高層ビルが柔構造であるのに対し、超高層マンションは風や地震に
でも揺れにくい剛構造になっている。それでも、強風の影響が皆無というわけではない。
（櫻井 幸雄・渡辺 理雄 2005『Ｙｏｍｉｕｒｉ Ｗｅｅｋｌｙ』収録記事） 
 
 これらのように作用の強弱ないし有無を表す形容詞は、結局のところ、動詞性名詞を主
語とする文の述語になったとき、その名詞が表す作用に関わる表現を担うことになる。た
だし、機能動詞が主として事態の成否に関わる表現に用いられるのに対し、形容詞はそう
した事態の結果状態や、事態そのものが非生起のままであるといった状態の継続を表現す
るという、品詞間での役割分担が広く認められる。その点において、これらの形容詞は機
能動詞と類似の（名詞が表す事態の表現に関わる）文法的役割を担いつつ、何らかの状態
を表すという形容詞の特質を残した、「機能動詞的形容詞」とでも呼ぶべき振る舞いを見せ
ているといえよう。 
 
2.3.2. ムードとの関わり 
 2.1.3.でも触れたように村木（1991）ではあまり立ち入った記述の行われていないムー
ド的な機能動詞であるが、それらに該当すると考えられる動詞の中には、同じような意味
を表すことのできる形容詞を持つものが一定数存在する。すなわち「○○するだろう」「○
○するかもしれない」といったような、文主語の心理状態は、動詞によっても形容詞によ
っても表現することが可能である。 
 たとえば以下の（41）（42）は、それぞれ「影響するに違いない」「影響するかどうかわ
からない」という話し手の心情を表現している例である。 
 
（41）現段階で全治は不明だが、故障が長引けば投手陣への影響は必至だ。（2008 Yahoo!
ブログ） 
（42）また，橋脚下端のハンチおよび充実部の塑性ヒンジに対する影響が不明であること
から，これらの影響は考慮しないこととした．（大塚久哲|監修;土木学会西部支部中径間
橋梁の耐震性向上に関する研究委員会 2002『中径間橋梁の動的耐震設計』） 
 
 これらの形容詞は、2.3.1.で見たように動詞との使い分けを問題にするものというよりは、
そのものが機能動詞に近い働きをするという意味での「機能動詞的形容詞」といえる。 
 なお、「楽しみだ」「心配だ」「不安だ」といった心理状態を表す形容詞も、「○○してほ
機能動詞の類型に関する再考 
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しい／○○してほしくない」といった機能動詞的表現をなす余地があると考えられるが、
今回の調査範囲で適当な例は見つからなかった。いずれも下の（43）のように、「影響す
る」事態の成否に関わるムード的表現というよりは、「影響する」ことを前提としてそのこ
とに対する態度を示すような例である。 
 
（43）雨が降ると、実にカビが発生したり、葡萄の根が土に貯えられた水分を吸い上げて、
味わいが水っぽくなってしまうからだ。しかし、オーナーのブテイユ氏は、「葡萄が熟し
た最高の状態で、粒がパンパンに張っているから、これ以上水分が入る余地がない。そ
れに根も十分に成長して余計な水を吸おうとしないから、大丈夫です」と強気の発言だ。 
ところがその後、オーナーのもとに醸造責任者のデルフォート氏がやってきて、なにや
ら深刻そうな雰囲気となった。やはり、これ以上、雨が降ると影響が心配だということ
らしい。（福島 敦子 2003『これが｢美味しい！｣世界のワイン』） 
 
3. 結び 
 以上、「影響」という 1 語の動詞性名詞のみを手がかりとしつつ、大規模コーパス BCCWJ
を用いて、日本語の「機能動詞」をどのように捉えていくべきかの再考を試みた。その結
結果、本稿では村木（1991）において体系化された「機能動詞（結合）」の実態について、
いくつかの重要な事実を補うことができた。 
2.1.節では、可能な限り村木（1991）の分類に即して機能動詞（結合）の具体例を検討
しつつ、その枠組みの中に位置づけられうるいくつかの動詞の例（「（を）吸収する」＝受
動態、「（が）消える」＝集結相、「（を）残す」＝継続相、「（が／を）増す」＝強意相、「（を）
予測する」＝推量のムードなど）を補った。また、特に「緩和相」のアスペクト的意味を
表す機能動詞については、その意味（名詞と動詞の役割分担）のあり方を再考する必要性
も確認した。 
2.2．節では、村木（1991）において積極的な言及の避けられていた、ヴォイス的側面・
アスペクト的側面など複数の文法的意味を担う機能動詞（「（を）免れる」≒されない、「（を）
抜け出す」≒されなくするなど）について、多くの具体例を示した。また、他にも作用の
勢力範囲を広げていくような、村木の考慮していなかったアスペクト的意味を担う機能動
詞（「（が）及ぶ」・「（が）広がる」など）があることや、複文構造との対応関係が問題にな
るような機能動詞（「（を）反映する」・「（が）作用する」など）についても考慮する必要性
に言及した。これらの中でも特に、事態を「被らせる」といった表現を担う機能動詞（「（に）
さらす」など）については、単純な動詞述語と「交替可能」ではないが、むしろそうした
機能動詞特有の表現領域として着目すべきであるということも述べた。その他、「（が）大
きくなる」「（を）念頭に置く」など、機能動詞相当に機能する語結合の例の存在にも言及
し、機能動詞研究の対象を積極的に広げていくことの重要性を示した。 
2.3.節では、機能動詞の関連形式として、動詞性名詞との組み合わせによってアスペク
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トやムードの意味を表現する形容詞の類（「（が）強い」・「（が）必要だ」など）が存在する
ことを指摘し、その機能動詞との分担と類似点についても整理した。 
 今回の調査においては、大量かつ多様なデータが得られたため、分析に際しては迷った
部分も少なくなかったが、「機能動詞」という日本語文法上の一課題を考える上で今一度見
直すべき点は多少とも示せたと考える。 
もっとも、たった 1 語の分析結果では体系のすべてを描き出すには程遠いものがあり、
今後はより様々な語について機能動詞およびその関連形式との共起の実態を観察し、整理
していくことが不可欠になるであろう。今後さらなる発展を期したい。 
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